
 

 

平成２７年第７回 

昭島市教育委員会定例会議事録 
 

日時：平成２７年７月１６日 

午後２時３０分～午後３時３５分 

場所：昭島市役所 庁議室 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

昭島市教育委員会 



 - 1 - 

○委員長（紅林由紀子） それでは、皆様こんにちは。定刻となりましたので、ただいま

から第７回教育委員改定例会を開会いたします。 

本日は、昨夜半からものすごい雨で大変足元のお悪い中、ありがとうございま

す。傍聴の皆様も、大変足元の悪い中お越しいただきましてありがとうございま

す。 

それでは日程に入りたいと思います。本日の日程は、お手元に配布のとおりで

ございます。 

     初めに、前回の会議録の署名についてですが、既に調整を終わり署名も得てお

りますのでご了承ください。 

次に、委員会規則第 19条の規定に基づく本日の会議録署名委員でありますが、

３番の石川委員と４番の小林委員でございます。よろしくお願いいたします。 

     続きまして、日程４、教育長の報告をお願いします。 

 

○教育長（木戸義夫） 私のほうから、文部科学省が導入を検討している「学校インター

ンシップ」ということで、教員を目指す大学生を対象に学校現場の日常業務を体

験する学校インターンシップの導入を文部科学省が検討をしているということで

あります。これは早い段階で教育現場を体験することで、自身が適性判断や問題

意識の向上に役立てるのがねらいだそうであります。 

学校現場では、いじめ、不登校問題や貧困による教育格差といった課題が増え

ているほか、外国語指導やＩＣＴの活用が進むなど教員に求められる能力が多様

化しており、インターンシップを導入することで現場が直面する問題をより深く

知る効果を期待しての導入ということであります。 

     文部科学省がこの４月に実施した調査では、全国の国公私立大学 637校のうち、

62校、約１割がインターンシップを必修化し、139校が選択科目にするなど導入

に向けた動きが進んでおり、教科の授業を行う教育実習とは別に設ける予定であ

ると、このように報道されております。そして、教職課程の必修科目に位置づけ

ることも想定をしているということであります。早ければ 2017年度にも導入する

方針であるということです。具体的には、大学１年からでも参加可能とし、希望

する小中学校に数カ月から１年程度、定期的に訪問して子供の学習指導や学校行

事の手伝いをするようなことが考えられており、年内に予定されている中央教育

審議会の教員養成部会からの答申を踏まえ、必要な法改正や制度設計を進めると

しております。ただ、学生の受け入れで小中学校の負担が増える可能性があるほ

か、大学側の調整業務が増えることなども予想されるため、必修化する際には関

係者から広く意見を聞く方針であると、このような内容となっております。 

私のほうからは以上ですが、今回の教育委員会名義使用承認は５件であります

のでよろしくお願いいたします。以上です。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 

     教育長の報告が終わりました。学校インターンシップについてご報告いただき

ましたけれども、ただいまの報告につきまして何かご質問やご意見などございま

すでしょうか。 

現在でも学校のほうには、こういった形で教員を目指す大学生の皆さんが学校
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に入っているというような状況があるように思うんですけれども、そのあたり、

昭島ではどんな感じ、大体の学校でそういう人を受け入れているような感じでし

ょうか。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） 学校インターンシップ、本市におきましては大学との締結

の用語はスクールインターンシップという用語でやらせていただいております。

これは２大学とやっておりまして、主に大学２年生、毎週木曜日で１年間を通じ

てこちらの学校にお越しいただくというものでございます。 

これを希望する学校が増えまして、今年度は 12校でスクールインターンシップ

をやっております。以前は、少ない学校で 12名から 20名前の人数で毎年推移し

ておりまして、一つの学校に複数名配置できたんですが、今、希望する学校が多

くなっておりますので１校あたり１名という形でスクールインターンシップをや

っている現状がございます。ただ、スクールインターンシップは大学２年生のと

きにやるもので、そのあと大学３年生、４年生になったときにはスクールインタ

ーンシップという制度はないですけれども、学校のほうに夏季休業期間にお手伝

いに来るとかスクールインターンシップの後のつながりというところも進めてい

るところです。 

なお、今年度からはじめています土曜補習授業の指導員にもこのスクールイン

ターンシップ経験者から発展して入っている方もいまして、こちらの制度につい

ては本市としても拡大していきたいという考えでおります。 

 

○委員長（紅林由紀子） ありがとうございました。 

先ほどの 12校というのは全部小学校ですか。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） こちらすみません、正式な書類を持ってきていないんです

けど、中学校は今年度は３校であったかというふうに記憶しております。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、わかりました。ありがとうございます。 

学校側の評判としてはいかがな感じなんでしょうか。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） 学校としてはこの制度を希望した学校は、翌年度もぜひ実

施したいというところで非常にニーズが高いものがございます。あとは通常の教

育実習とは違いまして定期的に来るというところがありまして、非常に評価が高

く、逆に今、昭島市の新規採用教員の中にもスクールインターンシップから発展

して入った者も今新卒２年目にいますけれども、そういう者も出てきております。

また中学校のほうから要望が高いところは、スクールインターンシップ、先ほど

申し上げたとおり木曜日実施のところで、その大学はまったく授業を持たないの

で大学のほうにまったく戻らなくていいというシフトを組んでいますので、部活

動の指導補助に関わっているものも出てきております。非常に好評な意見が多く

挙げられております。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 
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     今のお話から、かなりこのスクールインターンシップはこちら側としてはいい

感じのものなのかなという印象を受けますけれども、何か委員の先生方で何かご

感想なり、何かございますでしょうか。 

 

○委員(寺村豊通) その学生が学校へ来るというのは、例えば大学の授業の一環として来

るんですか、それとも昭島のほうで何がしかの費用を払って、来てもらうように

なっているんですか。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） 現行のスクールインターンシップにつきましては、大学の

単位として認定されている形になります。これについて本市の教育委員会で今、

費用負担というものは実際にはございません。 

 

○委員長（紅林由紀子） そうすると交通費なども、言ってみれば学生さんは自腹で来て

いるということですか。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） 今は学生負担という形で進めていますが、ただ大学のほう

に配慮いただいているのは、なるべく自宅から近い方で、今、遠方のほうから来

ると交通費が非常にかかりますので大学の途中の経路になっているとか、そうい

うような工夫は大学のほうに配慮いただいています。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、わかりました。ありがとうございました。 

ほかには何かありますでしょうか。小林委員、お願いします。 

 

○委員（小林和子） 教員を目指すような学生さんが実際に教職につく前に子供たちに触

れるということはとてもいい体験になるのではないかなということで結構かなと。

今それで、交通費などが出ない、自腹ということですから、そういう面の、でも

多少なりともそういう交通費を払っても勉強のつもりでというぐらいの気持ちで

学生さんが来てくだされば、なお結構かなというふうに思います。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございます。 

     そうですね。年間を通じて同じ人がずっと一つの学校に来ていただけるという

のは子供たちにとってもすごく嬉しいことだなと。やっぱり若い先生方のことを

子供たちはとても好きというところもあると思いますので、すごくいい形なんじ

ゃないかなと思いますけれども、これが必修化されることによって、例えば教員

を志そうとしている人の数にブレーキがかかってしまうとかという、そういう可

能性というのはあるんですかね。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） 本市で受けた中で教員を目指さない方でもインターンシッ

プを受けていた方もいます。そこから逆に教育のほうに興味を持たれて、そのあ

とプラスアルファの単位を取って教員のほうを目指し始めたという方も来ていま

すし、逆に教員のほうを目指しながらスクールインターンシップで危惧されてい

るようなことということについては、あまり今まで私のほうで事例は聞いていな
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いです。ただ必修化されることによって意欲のところをおそらく懸念されている

かと思うんですが、大学生のところに私が回ったときに、大体３回ぐらい声を聞

いたんですけれども、大学で勉強するよりこちらのほうが十分役に立つというと

ころがありますので、学生さんにとってもインターンシップの有効性が高いとい

う認識でいらっしゃるのかなという、事例の中から答えられるのはこういうとこ

ろかなと思います。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 

確かに今、教育の現場もものすごい勢いでいろいろ変化していると感じますの

で、その早い段階から現場を知って適性を自分でも考えられていろいろな環境を

学べる場があるというのはとてもいいことのように感じます。そして学校にとっ

ても子供たちにとっても、そういう目を配ってくれる人が増えるというのはあり

がたいことだし、いい形なのかなというふうに私は感じました。 

     ほかに何かご意見なり感想なり、ございますでしょうか。 

     これにつきましては、今後どのように法律が改正されていくのかどうか、その

辺はまた動きがありましたらまたご報告いただければというふうに思います。で

は、どうもありがとうございました。 

     では、以上で教育長の報告を終わります。 

続きまして、日程５、議事に移ります。議案第 30号「昭島市学校給食運営審議

会委員の委嘱について」、議案第 31号「昭島市学校給食費会計監査役員の委嘱に

ついて」は、事務局から一括して説明したいとの申し出をいただいておりますの

で一括して説明をお願いします。 

 

○学校給食課長（坂本忠司） それでは、議案第 30号及び議案第 31号について一括して

説明をさせていただきます。 

     初めに、議案第 30号「昭島市学校給食運営審議会委員の委嘱について」提案理

由及び内容を説明させていただきます。 

     昭島市学校給食運営審議会委員につきましては、選出区分が学校医である委員

は医師会及び歯科医師会から推薦をいただき委嘱しておりますが、このたび歯科

医師会から役割分担の変更に伴います委員の辞任及び補欠委員推薦の申し出がご

ざいました。また、選出区分が学識経験者である委員は、昭島市公立中学校ＰＴ

Ａ協議会から推薦をいただき委嘱しておりますが、このたび昭島市公立中学校Ｐ

ＴＡ協議会からＰＴＡ会長の交代に伴います委員の辞任及び補欠委員の推薦の申

し出がございました。このため、選出区分が学校医である大谷哲也委員の補欠委

員として昭島市歯科医師会、松田武彦氏を、また選出区分が学識経験者である岡

本美奈委員の補欠委員として、多摩辺中学校ＰＴＡ会長、小山美智代氏を、それ

ぞれ平成 27年７月 21日から前任者の残任期間である平成 28年７月 31日までの

間、昭島市学校給食運営審議会委員として委嘱いたしたく本議案を提出するもの

でございます。 

     続きまして、議案第 31号「昭島市学校給食費会計監査役員の委嘱について」提

案理由及び内容を説明させていただきます。 

     昭島市学校給食費会計監査役員につきましては、選出区分が学校のＰＴＡ連合
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組織の代表者である委員はＰＴＡ協議会から推薦をいただき委嘱しておりますが、

このたびＰＴＡ協議会からＰＴＡ会長の交代に伴います監査役員の辞任及び補欠

役員推薦の申し出がございました。このため、辞任なされます根本悟監査役員の

補欠役員として、福島中学校ＰＴＡ会長、赤沼香織氏を平成 27年８月１日から前

任者の残任期間である平成 28年７月 31日までの間、昭島市学校給食費会計監査

役員として委嘱いたしたく本議案を提出するものでございます。 

以上、２つの議案につきましてよろしくご審議を賜りますようよろしくお願い

いたします。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 

     議案第 30号及び議案第 31号につきまして説明をいただきました。 

本件に対しての質疑ならびにご意見などございますでしょうか。 

     学校給食運営審議会委員及び学校給食費会計監査役員ということで補欠委員の

委嘱ということでございますが、こちらは特によろしいですね。 

     それでは、お諮りしたいと思います。本件は原案のとおり決することにご異議

ございませんでしょうか。 

（「異議なし」との声あり） 

 

○委員長（紅林由紀子） ご異議なしと認め、議案第 30号及び議案第 31号は原案のとお

りに決しました。では、よろしくお願いいたします。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

     続きまして、議案の審議が終わりました。本日は協議事項はございませんので

報告事項に移ります。 

報告事項(1)「平成 27年度昭島市学力・学習状況調査結果(中学１年生)につい

て」説明をお願いいたします。 

 

○指導主事（美越英宣） 報告資料１、平成 27年度昭島市学力調査中学校（第１学年）結

果について報告します。 

まず、調査の概要についてご説明申し上げます。本調査は、生徒の学力や学習

状況を把握し、指導法の改善につなげるために平成 27年４月 16日に市内の中学

校第１学年全員を対象に実施されました。調査は、教科に関する調査として国語

と数学を実施しました。 

次に、結果でございますが、教科に関する調査は大きな差異は見られませんで

したが、改善を要する事項として、国語については「書く」能力という主に目的

や意図に応じ文章全体の構成を考えて書くことに課題がございました。数学につ

いては、数学への関心・意欲・態度という態度面に課題がございました。教務審

議会や学力向上推進委員会において、この課題を解決していくための授業の取り

組みやポイントの提示を行ってまいります。 

以上です。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 

     報告事項１についての説明が終わりました。本件に対しての質問やご意見など

ございましたらお願いいたします。 



 - 6 - 

寺村委員。 

 

○委員(寺村豊通) これは全国との全国比とあるんですけれども、全国で同じ日に同じ問

題を解いてやったということなんですか。 

 

○指導主事（美越英宣） 同じ問題を解いています。同日ではございませんが同じ問題を

といた全国比になります。全国比として 15万人が受験しております。 

 

○委員長（紅林由紀子） 中学２年生は都の調査があって中学３年生は全国調査があって、

これは市の独自調査ということなんですけれども、言ってみればどこかの業者の

テストを使ってそれを使っている中学校が全国にたくさんあって、それを受けた

人が全部で 15万人いるといった理解でよろしいですか。 

 

○指導主事（美越英宣）そうです。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、わかりました。 

    小林委員、お願いいたします。 

 

○委員（小林和子） 全国比としてまだまだ及ばないところもあるのは残念なんですが、

でもずいぶん以前よりは改善されたというか少しよくなって、特に国語の活用と

か観点別のほうで読む能力というのが全国比を超えているということで、読む能

力が超えているというのはやはり各学校で朝読書とか読書に関して取り組みをず

いぶん心がけている結果がこういうふうに上がってきているのかな、それも一つ

かなりいい結果を生んでいるのではないかなということで、今後もぜひ各学校に

そういう取り組みを続けていただきたいなと思います。それでさらにあとは、算

数とか数学はもう少しということで、今後も今学校で取り組んでいらっしゃる、

各教科基礎学力をつけるということで、どの学校も努力していらっしゃると思う

ので、今後もぜひ、こういう全国比 100％以上超えるように頑張っていただける

ように励ましていただければというふうに思います。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 

     そうですね、この実施調査日が４月 16 日ということは、中学１年生の４月 16

日といったらもうこれはほとんど中学校の結果というよりは、ほとんど小学校の

集大成という感じだと受け取っていいと思うんですけれども、そういった中で今、

小林委員がおっしゃったように読む能力が全国より少し高いということは、やっ

ぱり小学校でいろいろ読書の活動を推進されて地道に続けてこられていた効果が

少しここに出ているのかなと私も感じました。ですので、それをずっと小学校の

ほうでも続けていただきたいですし、その力をさらに伸ばすように中学校でも読

書推進は続けていただけるかなというふうに感じました。 

     この結果は、もちろん小学校のほうにもフィードバックされるというか、最近

は小中連携がどんどん進んでいて、結構授業をお互いに見合ったりとか、同じテ

ーブルでその協議されたりというようなこともされているようですけれども、こ
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ういった結果も小中の先生方でこれを見ていろいろ検討されたりはするんですか。 

 

○指導主事（美越英宣） 今年度に関しては６月に調査結果が出ましたので、６月の教務

主任会で全体を通じて傾向について伝えさせていただきました。そのあと、小中

合同で、その同じ中学校区の中で話し合いをしてどのような形でこれを生かして

いくのかということを検討させていただきました。最終的には小学校だけで、ま

た中学校だけで話し合いをさせていただいて、まだどのようにこれを活用するか

という話し合いをさせていただきました。 

 

○委員長（紅林由紀子） わかりました。ありがとうございました。 

そうですね、ちょうど切り替え地点の結果を見て、そこに来るまでの小学校と

これからこれをどうしていくかという中学校と、それぞれでこの結果を受けてこ

れからの授業をどんどん工夫していただければなというふうに感じました。 

特に国語の書く能力というのは、作文とかの指導とかそういう部分もあるのか

なと。私は専門家ではないですからよくわからないんですけれども、子供の作文

とかを見ると、やはりそれをどういうふうに、やっぱり先生方の声かけというか、

それに対してのここはこういうふうに変えたほうがもっとよくわかるよとか、何

が書きたかったのかがよりわかるようにするにはどういう言葉を使ったらいいの

かとか、そういうかなりきめ細かさが必要なのかなというふうに感じているんで

すけれども、そういったあたりも今後、力を入れていただければなというふうに

思います。 

     やはり、この今改善を要する設問例というのがここに一つ出ていますけれども、

小学校で主語と述語と修飾語みたいなものを、この間うちの子供もやっていたん

ですけれども、これは小学校６年まで終わった子に向けての問題だと思いますけ

れども、その大もとは、多分３年とか４年とかその辺でやっていることが元にな

っているんじゃないかなと思うんですね。やっぱりそこのところでしっかり理解

させておくということも大事なことなんだなというふうに、この問題を見て改め

て思ったんですけれども、多分この結果を見て、小学校、中学校それぞれの先生

方がこれから今やっていることをより工夫していただけるような方向に、この資

料を生かしていただければなというふうに思いました。 

     すみません、少し長くなりましたがほかの先生方いかがでしょうか。 

     とはいえ、５％以上の差がなかったということでございますので、これからも

どうぞよろしくお願いいたします。ではこれで終わりたいと思います。 

では続きまして、報告事項(2)「昭島市中学生ネットいじめ防止サミットの実施

について」説明をお願いいたします。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） それでは報告資料２、昭島市中学生ネットいじめ防止サミ

ットの実施についてご報告申し上げます。 

     ２番の趣旨のところにありますが、平成 26年２月に「昭島市いじめ防止対策推

進基本方針」を定めております。この中で、今回は中学生がネットいじめに関し

て思っていることについて率直に意見を出し合うことをねらいにこのサミットを

実施します。そして今後は、各学校で取り組むべきネットいじめ対策についての
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方向性をこのサミットで確認をしていきます。対象は昭島市立中学校の全生徒で

すが、サミットへの参加は各校生徒３名以内という形で今回募集を終了したとこ

ろです。 

内容につきましては、ネットいじめに対して各学校の取り組み発表を最初にし

ていただき、２番でネットいじめに関しての協議をしていきます。ここのところ

で中学生が自主的に話し合うような促しをしていきます。３番、ネットいじめの

防止宣言の制定とありますが、早急に制定するのではなく、その話し合いの実態

に応じて教育委員会事務局も見守りながらこのネットいじめサミットの成功に向

けて取り組んでまいります。 

日時は、恐縮ですが７月 18日土曜日、午後１時 30分から午後３時まで、会場

は昭島市市民交流センター２階、梅竹の間という形になります。 

スケジュールでございますが、５月 21日に校長先生方に説明が終了しておりま

す。５月 10日に詳細説明、６月中に各学校の実態に合わせ、ネットいじめを防ぐ

取り組みを実施していったところです。７月３日、７月 10日のところで概要を集

めて７月 18日にサミットを実施します。９月に出します「昭島の教育に」への掲

載について現在考えております。これによって、市内小中学校全児童生徒、また

は家庭のほうに取り組んだことを伝えていくという流れになっております。 

現在集まっている意見としまして、ＬＩＮＥなどのＳＮＳという制度を使った

中で悪口を書くことに加えて、中学生が相手の名前を出さないけれども陰湿ない

じめになっていることを防いでいきたい、そしてマナーはどのようなものがある

のかということを再確認したい、それから無断でほかの人の写真を載せることに

ついていけないことはわかっているけれどもそれが徹底できていないことも話し

合ってみたいということ、そして生徒が主体となってできることは何か、大人に

言われるのでなくて生徒自身でということを真剣に話し合いたいということが、

今学校のほうから概要でございますが出てきています。こちらを今、事務局でま

とめていってどのように話し合いを進めていくのが一番適しているのかというこ

とを考え、全校で取り組めることについて結論を出していければというところで

現在進めております。 

以上、報告を終了いたします。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 

     ただいまの報告につきまして、何かご質問やご意見などございますでしょうか。 

      寺村委員、お願いします。 

 

○委員(寺村豊通) このネットいじめ防止サミットというのは、今回が初めての試みなん

ですか。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） はい、今回初めて取り組ませていただいております。本来

この素案をつくっていたところでは、いじめ防止サミットということを考えてお

りました。ただ中学校の校長会と協議をしていくうちに、深刻なのはネットいじ

めであるというような意見をいただきましたので、ネットいじめという形に特化

した形で今回初めて実施したところでございます。 
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○委員長（紅林由紀子） よろしいですか。ほかには。 

小林委員、お願いいたします。 

 

○委員（小林和子） こういうふうに子供たちがネットいじめに関して発表することはい

いことだなと思いますが、もっと大事なのは、やはり各学校で全部の生徒がそう

いうことに取り組むことではないかなというふうに思いまして、６月中に各学校

の実態に合わせ、ネットいじめを防ぐ取り組みの実施というようなこととか、３

日に参加者の報告、その辺の学校でどんなふうに、例えばアンケートを取るとか、

各学級で話し合うとかいろいろ方法があるかと思いますが、その辺の取り組み状

況を少し教えていただければというふうに思います。 

 

○委員長（紅林由紀子） では、各校の取り組み状況ということでお願いいたします。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） 各校において主に取り組んできたのは、生徒会での協議と

いうところになっています。このネットいじめ防止サミットが終わったあとに全

校的な発信をしていきますので、まず生徒会が中核になってという取り組みをさ

れている学校もございました。 

また、一つの中学校は東京都教育委員会と連携しまして、携帯電話やスマート

フォンを使うときの自主ルールづくりに全校で取り組んでいた学校もございます。

そこで各学級から出されたものを生徒会が集約したうえでスローガンを決めてい

くといった取り組みを全校的にやったところもありますので、今までのところは

学校の実態に応じてというところでございます。 

 

○委員長（紅林由紀子） ありがとうございます。  

     ちょっといくつか教えていただきたいんですけれども、まずこのサミットに参

加されるのは各校生徒３名以内ということですが、大体が生徒会の役員さんが主

でしょうか。あとこのサミット自体は傍聴はできるんでしょうか。大人もとか生

徒もとか、そういったあたりはどうなんでしょうか。 

それともう１点最後に、先ほどネットいじめ防止宣言の制定は早急に行うので

はなくというふうなご説明をいただきましたけれども、ということは、いろいろ

協議を各校中学校６校で協議されて、この宣言に至らなくても、この日中に至ら

ないというケースもあってもいいというふうにお考えでしょうか。この３点をお

願いします。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） まずこちらの参加者については、生徒会役員という形で報

告を受けていて、ただ生徒会役員の都合がつかない学校については学級委員、各

学級の委員の代表を選出するという形で進めております。 

２点目は傍聴については、こちら傍聴していただいて、多くの人に見ていただ

きたいというふうに思います。おそらく生徒の保護者の方とか参加していただけ

る方は多くいらっしゃるのではないかなというふうに思います。 

     ３点目のところは、事務局として非常に悩んでいるところなんです。３月に昭



 - 10 - 

島警察署のほうが主催で携帯電話の利用ルールについての取り組みをやったとこ

ろですが、やはり早急に結論を出していくと、大人主導でこういうふうにやるん

だというところになってしまう可能性もあります。ただ、子供たちがじゃあこの

サミットの中で、例えばスローガンや標語が決まらなかったとしても今考えた例

としましては、じゃあ各校に１回持ち帰って、またその学校のものを集約しても

う一度集まろうという声がもし自主的に出てきたらそちらも尊重するべきだと思

いますし、そうではなくてここのところで各校には持ち帰らないけれども、私た

ちでまた集まってポスターをちょっと共通してつくろうというような自主的な流

れになった場合はまたそちらの流れを尊重していく必要があるのかなと思います。

ですので、早急な制定によって子供たちがやらされているという意識よりも子供

たちが自分たちでつくり上げてこれを大切に守っていこうということを続けられ

る流れになればということを、今事務局では考えております。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 

     そうですね。私もやはり形にすることに意味があるわけではなく、その間でい

ろいろ子供たちが自分たちのこととして話し合えるという、そういうスタイルが

これからの世の中をつくっていく子供たちにとってもとても大事なことだと思い

ますので、早急に形にすることが優先されるべきではないのかなというふうに私

も感じますけれども、そのあたりはいかがですか。委員の先生方はどのようにお

感じになりますか。 

 

○委員（小林和子） 先ほどもちょっと申しましたけれども、やはり子供たち自身がこう

いうテーマについて考えたり話し合ったりと、そういうところが決してそういう

ネットいじめが他人事ではないということで自分のことに関連してよく考えてい

くという、そういうことが大事じゃないかなというふうに思いまして、その結果

としてこういう発表という形に各学校みんなの代表として出てくるわけでしょう

から、ただ代表で出てきた人は自分の学校のことを背負って発表するわけですか

ら、また特に生徒会の役員が来るということであればまた学校へ帰ってから新学

期が始まってからもまたその結果を学校に戻して全校に訴えるというような、自

分たちの学校は決してそういうことがないようにしようという働きかけをする動

機になるんじゃないかなというふうに思いますので、今いろいろネットだけでは

なくてもいろんないじめというのが問題になって、そのために自殺者も出るとい

うようなこともありますから、万が一にもそういうことがないようにやはりいろ

んな方法でこのいじめに関して子供たちに考えさせたり周囲の友達にも気を配っ

たり思いやりをもったりという、そういうことを身近なものとして経験させたり

考えさせたりするのは大事なことじゃないかなというふうに思います。 

 

○委員長（紅林由紀子） ということは、特にその宣言がこの日で決まること自体にはそ

れほど重きはなくてもいいというふうにお考えですか。 

 

○委員（小林和子） まあそうですね。そんなに早急に結論という形ではなくて、場合に

よってはここのネットいじめ防止サミットとしてのスローガンというかが決まっ



 - 11 - 

たら決まったで子供たちの総意であるわけだからそれはそれでいいと思いますけ

れども、早急に結論を出そうということではなくていいと思いますけれども。 

 

○委員長（紅林由紀子） 寺村委員。 

 

○委員(寺村豊通) 私も同じように思います。そのスローガン云々を徹底するというより

もこういうことを子供たち事態が積極的にやっているということが大事だと思い

ますので。 

 

○委員長（紅林由紀子） 石川委員。 

 

○委員(石川隆俊) いじめって今でもいくつかこういうネットに出ることがあるんですか

ね。 

 

○委員長（紅林由紀子） そうですね。 

 

○委員(石川隆俊) 限られた者だろうと思うんだけどやるんですかね。 

 

○委員長（紅林由紀子） 結構ネットいじめ自体は深刻な問題に、社会的には非常に深刻

な問題にはなっていると思うんですけれども、先ほどのお話だと中学校の校長先

生方からもそのことを取り上げたほうがいいんじゃないかというお話があったと

いうことなので、やはりそういう認識でいていいということでしょうか。いかが

ですか。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） 中学校の校長先生方の切実な願いがあります。また、この

いじめについて今いろいろな準備をしているところですが、やはり根幹として厳

しいところが、普段のいじめというのもこれも許されることではないと思うんで

すが、当事者同士で話し合っていって解決に向けてということもできるんですが、

ネットいじめの場合はパソコン上やこの世の中に痕跡を残してしまうんですね。

一度書いたことについて媒体によっては消すことができない、またはほかの人に

も周知されてしまってその子が受けるダメージというのはかなり大きいというと

ころは中学校の校長先生方から切実な願いとして言われているところです。便利

なものなんですけれども、このことによって子供たちが苦しむというのはやはり

非常に心苦しいことですので、このことで子供たちと一緒に何かできることはな

いかということを進めていきたいので、ネットいじめの深刻さというのは学校現

場も非常に強く思っていますし、このサミットで取り組んでいく必要性というの

は非常に高いのかなというふうに感じています。 

 

○委員長（紅林由紀子） ありがとうございました。ということで実際にそういうことが

深刻な問題としてあるということでございます。 

 

○委員(石川隆俊) ネットの種類ですけれども、要するに我々が使っているあれでどんど
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んやっているわけですか。 

 

○委員長（紅林由紀子） 今はあれですよね。子供たちも結構スマホとかを持っているケ

ースも多いですから、そういう中で。 

 

○委員(石川隆俊) 本当に広がって、我々だってやられることもあるわけだけれども、一

遍出てしまったら具合が悪いことはいくらでもありますからね。だから子供も同

じだろうと思うけれども、子供のやつは全国的というか世界的にやるべきじゃな

いですかね。 

 

○委員長（紅林由紀子） いかがでしょうか、この点は。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） 中学生というところになりますので、いわゆるパソコン、

それからスマートフォン、携帯電話それプラス携帯型音楽プレーヤー、これもイ

ンターネットにつなげるということがありますので、そこでの悪口等も考えられ

ます。また中学生ほとんど減ってくるんですけれども、携帯型ゲーム機も今ネッ

トにつなげる機能がありますので、そのゲームをしていることが主目的であった

のかもしれませんが、そこで仲間との情報交換の中で、例えばゲームがうまくい

かないときに悪口を書くというようなこともありますので媒体はかなり多くなっ

てきています。 

ただ、学校で指導する際に、一度書き込んだ情報の修正というのはなかなかで

きないんだよということは各学校指導しているところがありますので、媒体もさ

まざまですし、一度書いてしまったら取り返しがつかないというところの深刻さ

はかなりあるのかなというふうに認識しています。 

 

○委員（小林和子） それに関して。特に中学生なんかＬＩＮＥでやっているのが多いの

かなと思うんですけれども、私もＬＩＮＥを使っていますからわかるんですけれ

ども、私なんか娘と友達、ごく親しい人たちとやって、それならそれで名前が全

部出ますでしょ。ところがそういうＬＩＮＥで登録していると、全然知らない人

から入ってくるんですね。あてずっぽうに入れているんだと思うんですけれども

全然知らない人からお友達になりたいとかって入ってくるんですね。だから私は

そういうのは全部ブロックして止めちゃうんですけれども、中学生なんかはわか

らないと思います。面白半分でそれを開いたりして、そうするとそこに悪口が入

っているとか悪い誘拐の誘いの手があったりなんかよくしますよね、ニュースで

ありますよね。そういうふうにすごく簡単なんだけど逆に怖い、だからその辺で

ちゃんと判断できる、大人で判断できて、これは知らないから開かないでブロッ

クしようとかそういうのができればいいけど、中学生なんかでわからないとなん

だろうって友達になろうなんて来ると開いてしまったりして、そういうので怖い

ということで、たぶん中学校の校長先生方は子供たちの状況を見ていてそういう

ふうに、ネットの、そこに特に友達の悪口なんかを書いたり、そういうことで前

はネットじゃなくて友達同士でひそひそとあの人はよくないから無視しようとか

って広がったのが、そういう携帯とかパソコンとかで広まっていくんじゃないか
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なと思いましたので、やっぱりしっかり子供たちに認識させるということは大事

かなと思います。 

     

○委員長（紅林由紀子） ネットワークサービスが今いろいろありますからね。危険もあ

りますしそういったいじめの温床にもなってしまうということがあると思います。

特にはよろしいですか。 

     木戸委員、いかがでしょうか。 

 

○教育長（木戸義夫） 大人の目からじゃなく、子供たちの立場でいじめに対してどのよ

うに考えているのかを話し合っていただく。ということで初めてやることなので、

いじめ撲滅宣言が出ることを期待していますけれども、そこまでいってくれれば

ありがたいなと思っています。 

 

○委員長（紅林由紀子） そうですね。各校でそれぞれ自分たちの学校としてこうありた

い、学校をよくしたいというような思いを持って参加していただいて、それがみ

んなで話し合うことによって昭島の学校を昭島の中学生が快適であるようにいた

いという、そういうムードにもっていっていただけるといいかなというのが望ま

しいかなというふうに私も感じました。 

ということで、これは告知というか、こういうのをやりますみたいなことはど

んな感じでＰＲされていらっしゃいますか。 

 

○統括指導主事（稲冨泰輝） 各学校には校長会を通じて配っていますが、市内全体とい

う形についてはホームページに掲載をさせていただいております。 

 

○委員長（紅林由紀子） ありがとうございました。 

ということでございますので、初めての試みということでどのような形になる

か大変楽しみでございますし、やっぱり子供たちが自分たちでつくるというとこ

ろにすごく意味があることだと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

     ではこの件はよろしいでしょうか。ではこれは終わりたいと思います。 

     続きまして、報告事項(3)「平成 27年度学級満足度調査の実施について」説明

をお願いいたします。 

 

○指導主事（美越英宣） 報告資料３、平成 27年度学級満足度調査の実施について報告し

ます。 

まず、目的についてご説明申し上げます。「児童一人ひとりの支援方法をより明

確にし、よりよい学校生活が送れることに役立てること」です。小学校３年生か

ら中学校３年生までを対象に実施いたしました。具体的には、子供にアンケート

調査を実施し、裏面下の表のように学級ごとの結果が出ます。この結果からこの

表の左下にある要支援群に分布している子供は、課題がある子供であることがわ

かり、支援に生かすことができます。もう一つは、学校の子供全員の分布の状況

により学級の状況がわかります。資料の表の分布は担任が厳しく指導している状

況となります。学級全体に対し担任の関わり方に生かすことができます。 
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新たな取り組みのため、市内教員全員を対象とした全体講義を行い学級満足度

調査のよさが理解できるように研修を行います。そして各校に講師を招聘し学級

集団の傾向や一人ひとりの子供の接し方、課題のある子供の対応の仕方等、学級

ごとに講義していただきます。２学期以降の学級経営や授業、子供との関わり方

に生かすようにしています。 

     以上です。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 

     学級満足度調査の実施についてということですが、この件につきまして何かご

質問やご意見などございますでしょうか。 

一つお伺いしたいんですけれども、９月にこの結果を児童生徒に返却とあるん

ですけれども、これはどういった形で返されるんでしょうか。 

 

○指導主事（美越英宣） まず子供たちがやった中で３つの学校生活の様子ということで、

「あなたはどんなことに充実感を感じていますか」というアンケートを取らせて

いただいているので、それに対して３つのことを返します。１つが友達と協力し

あっているかという視点、２つ目が学習にしっかりと取り組んでいるかという視

点、３つ目が学級の状況の中で自分が進んで関わっているかという学級状況につ

いて、子供たちにその表がありますのでその表を返却するという形になります。

その表の中に自分のいつもの行動を振り返ってみようということでアドバイスも

書いてあって、それも子供たちが自分で次の学校生活をよりよくするためにとい

うことで考えることもできるようになっております。 

 

○委員長（紅林由紀子） ありがとうございました。そうすると、自分たちがつけた結果

についてそれがそのまま、あなたこういうふうにつけましたね、ということでそ

れに対してこういうふうにしてみるといいですよみたいな、そういうイメージで

すか。 

 

○指導主事（美越英宣） はい。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、わかりました。ありがとうございました。 

ほかには何かございますでしょうか。 

     あともう１点、個別講義というのは、学級あたりの時間は短時間となると思い

ますが、これは各クラスの先生に結果を持ってこの辺がこうですよというような

指導の方法というか、注意をしなければいけないことはこういうことですよみた

いな、そういったアドバイスをいただけるようなイメージなんですか。 

 

○指導主事（美越英宣） 裏面の表のような結果から、まずわかることが、子供たちの一

人ひとりの状況です。丸が書いてあるのが実は子供たちというふうに想定してい

ただければと思います。実際は子供たちの名前までわかるようになっています。

これはサンプルですのでこういう形で書かせていただいています。それで一人ひ

とりの子供の状況がわかり、左下にある黒いところにある、この子供は要支援群
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だよということがまずわかるというのがこの一つのよさです。 

もう一つが、この分布によってこの子供たち一人ひとりの分布によって学級の

今の状況がわかるということを客観的に見ることができます。しかし、この分布

がどのような形のときにどういうふうな状況なのかということが担任ではわかり

ませんので、講師の先生を呼んで１学級１学級丁寧に、ここは今こうですよとい

うことで指導をいただくようになっております。 

昨年度、玉川小が実際に学級満足度調査を実施しまして、実はこのような状況

で厳しく担任が子供たちと関わってしまっているという結果が出た学級がありま

した。その学級の先生は、こういうふうにあなた厳しいですよと講師の先生に指

導されて、その先生は、その次の日から休み時間子供たちと遊ぶようにしました。

先日も玉川小に行かせていただいた時に、その先生が子供たちと楽しく遊んでい

る姿も見ることができました。そういうふうに指導されたことを次の２学期から

生かせるようにということで考えて個別講義をしていただきます。ということで

す。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、わかりました。ありがとうございました。 

     ひとクラスひとクラス、アドバイスいただける、見方も教えていただけるとい

うことは本当にすばらしくいいことだなというふうに感じました。やはりなかな

かその中にいらっしゃる先生は一生懸命で見えないこともあるのかなというふう

に思いますので、客観的な実績のあるやり方でアドバイスいただけると先生方も

助かるのかなというふうに感じました。 

     何かこの調査についてございますか。 

     小林委員、お願いします。 

 

○委員（小林和子） 今この学級満足度調査、昨年の例は玉川小なので、どのように活用

したというようなお話を伺ってよくわかりましたけれども、ことしこれを実施し

たことによって２月 26日、最後に先生方の意識の変化をアンケート調査するとい

うふうにありますよね。やはりぜひ子供たちのこの結果を先生方がどういうふう

に受け止めるか、子供たち同士の関係もあるでしょうけど、子供と先生という関

係でやはり学級に満足できるとかできないというようなこともあるかと思います

ので、それを先生方が今後の指導の参考になるように、生きるような講師の先生

を呼んでアドバイスを受けるということですから、そういうふうに生きるように

活用していただきたいなというふうに思います。 

 

○委員長（紅林由紀子） そうですね。２月には効果の検証もされるということですので、

先生にとっても子供たちにとってもすばらしく有益な調査になることを本当に期

待しておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。また検証が終わりまし

た際にはいろいろ教えてください。よろしくお願いいたします。 

では、この件はよろしいでしょうか。 

では続きまして、報告事項(4)「つつじが丘南小・つつじが丘北小学校統合準備

委員会委員の委嘱及び経過報告について」説明をお願いいたします。 
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○指導課長（岡部君夫） つつじが丘南小学校・つつじが丘北小学校統合準備委員会委員

の委嘱及び検討経過について、ご報告いたします。 

     初めに、本年度自治会、両校のＰＴＡ組織の役員の変更に伴い、新たに委員の

委嘱を行いましたのでご報告いたします。つつじが丘南小学校ＰＴＡ会長、角田

香奈氏、つつじが丘北小学校、北小の会会長、俵川智勝氏、自治連第 15ブロック

長の望月進次氏の３名を、７月３日に開催された第 10回統合準備委員会にて新た

に委員として委嘱いたしました。 

なお、前つつじが丘南小学校ＰＴＡ会長の平方直裕氏、前つつじが丘北小学校

北小の会、会長の見目徹氏には、引き続き委員としてご協力いただくこととなり

ます。 

     次に、統合準備委員会での検討経過についてご報告いたします。平成 27年３月

以降、３回の統合準備委員会を開催しております。統合準備委員会での各部会か

らの報告事項については資料に記載のとおりでございます。 

資料の４でございます。主な検討事項といたしまして、現在総務部会では統合

校の校歌、それと校章等について検討を行っております。校章、校歌ともに児童

からのアイデアを募集し、それらを元に検討を行っております。ＰＴＡ地域部会

では、統合に向けた両ＰＴＡ組織の交流行事や統合後の組織について検討をして

おります。 

     今後は閉校記念式典や記念碑等について検討を行ってまいります。 

以上、報告とさせていただきます。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 

     統合準備委員会委員の委嘱並びに経過報告ということでございましたけれども、

この件につきまして何かご質問やご意見などございますでしょうか。 

着々と校章も校歌も子供たちのアイデアを募集してそこから新しいものをつく

っていくということで、新しい統合校に向けてということで着々と進んでいるよ

うに拝見いたしましたけれども、今のところ何か問題とかはございますか。ここ

のところが難しいみたいな。 

 

○指導課長（岡部君夫） 今のところ、子供たちの交流行事、また地域での交流の行事と

進んでおります。確かに子供たち、やはり交流していく中で、やはり統合してい

く中で不安に思っているお子さんがいることも確かです。また保護者のほうから

もやはり統合にあたって両方が一緒になるというのはいろんな面で先生が変わっ

たり、いろいろ行事とかＰＴＡのそういうことも変わっていくということで不安

の声は寄せられております。そういうことについては、一つひとつ丁寧に学校側

も対応して不安について取り払われていくような形で、今現在進めているところ

でございます。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 

     小林委員、お願いします。 

 

○委員（小林和子） この統合につきましては、ことし拝島第一小学校学校とつつじが丘
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南小学校を学校訪問したときに、拝島第一小学校の校長先生が統合して最初はす

ごく不安だったけれど、１カ月もしないうちに拝四小の子供と拝一小の子供たち

とまったくわからなくなってというようなお話でしたので、子供たちは大人が思

うよりは統合までにいろいろ不安はあるかと思いますが、いざ統合してしまえば

もう自分たちの学校ということで順応していくのではないかなと。それとそれに

向けて、つつじが丘南小学校ではこの１年間統合に向けてのいろんな準備をして、

心づもりも学校行事や思い出づくりも、というふうなことを準備していらっしゃ

るようなので、それなりに子供たちの自分たちの母校のつつじが丘南小というも

の、北小のほうも名前が変わっていきますから、そういう意味では両方の学校で

いろいろそれぞれの思い出づくりが進められていくのではないかと思いますが、

最終的に案ずるより生むがやすしで、両校統合したときには、特に南小と北小の

場合は地理的にも近いですから、それほど心配なく子供たちは新年度に向けて希

望を持って統合して新しい学校で楽しく生活していけるんじゃないかなと、それ

を期待したいなというふうに思います。 

 

○委員長（紅林由紀子） はい、ありがとうございました。 

     一小と四小のときのようなフレンドティーチャーみたいな先生も、もう配置さ

れているんですか。 

 

○指導課長（岡部君夫） 今現在もそうですけれども、来年度に向けてその辺の心のケア

という部分ではメンタルフレンドの配置も予定しております。また心理の専門家、

スクールカウンセラーという、都の配置ではありますけれどもその辺の増員等も

含めて検討しているところです。また、教員が通常よりも２名、来年度に関して

は加配になって配置される予定になっておりますので、その辺で子供たちへのケ

ア、保護者も含めてその辺は手厚くしていきたいというふうに思っております。 

 

○委員長（紅林由紀子） ありがとうございます。 

そうですね、そういった形できめ細かく子供たちの様子を見ていただきたいと

思いますし、一小のときに、校長先生も子供たちはすんなり１週間もたてばとい

う感じでしたけれど、むしろ大人がみたいなお話もありましたので、ぜひ保護者、

地域の皆さんもいろいろ不安に感じていらっしゃるところがあると思いますので

その辺もぜひ、温かな対応をぜひどうぞ、これからもどうぞよろしくお願いいた

します。 

     では、この件はよろしいでしょうか。 

では、以上で報告事項(1)から(4)の説明が終わりました。報告事項(5)から(11)

については資料配布のみとなっておりますが、事務局へ質問などございましたら

お願いいたします。 

    (5)昭島市教育委員会行事予定(８月～11月)について 

    (6)昭島市教育委員会職員の人事異動について 

    (7)第４回中学生英語スピーチコンテスト運営委員会報告について 

    (8)平成 27年度第 33回子どもの主張意見文コンクール審査委員会報告について 

    (9)平成 27年度昭島市郷土資料室の特別開室及びまが玉作り教室について 



 - 18 - 

    (10)第 44回昭島市消費生活展「本のリサイクル展」実施報告について 

    (11)昭島市公民館主催事業について 

    でございますが、何かご質問などございますか。 

     寺村委員、お願いします。 

 

○委員(寺村豊通) 報告資料(9)の「まが玉」というのはどういったものなんですか。 

 

○社会教育課長（伊藤雅彦） まず、つくる素材としては、昔はひすいなんかでつくって

いた、涙の形をしたようなのが一番代表的なんですが、実はあれが胎児の形だと

いうことで、それを加工しやすいキットで四角いところから自分でデザインして

つくっていくというもので、最終的に荒削りから、サンドペーパーを使って、最

後つるつるになるまでを目標にしてやるということになっております。 

 

○委員長（紅林由紀子） ものはなんですか。 

 

○委員(寺村豊通) 飾りなんですか。 

 

○社会教育課長（伊藤雅彦） 最終的には飾りになります。滑石とかいう、非常に子供で

も削りやすい石だということで承っています。 

    

○委員長（紅林由紀子） それを削ることで、やっぱり昔の人がこういうものを削ってつ

くっていたんだということを体験してもらうというような講座なんですね。 

     ほかには何かございますでしょうか。 

     ことしは、未来を開く発表会は９月 12日なわけですね。はい、わかりました。

またお時間がございましたら委員の先生方、どうぞこちらもご出席いただければ

というふうに思います。ほかにはよろしいですか。 

     ではないようですので、続きまして、その他の事項について事務局から何かご

ざいますでしょうか。 

     よろしいですね。では次に、次回の教育委員会日程についてお願いいたします。 

 

○庶務課長（栁 雅司） 次回の教育委員会日程についてでございます。 

８月 20日木曜日、午後５時半から市役所市民ホールで開催いたします。よろし

くお願いいたします。 

 

○委員長（紅林由紀子） 次回は、８月 20日５時半から、１階市民ホールで夜間の開催と

いうことになります。この日は教科書採択もございますので、ちょっとお時間が

かかるかと思いますけれども、どうぞよろしくお願いいたします。 

     ほかによろしいでしょうか。 

     それでは、以上を持ちまして本日の日程はすべて終了いたしましたので、第７

回定例会を閉会いたします。お疲れさまでございました。 

以上 
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